
ーーー'84ノω~ダカールラジーの中味をRてみようグーーー

~/\ラ砂療で証坊Iët.ねたノ\O:/zClの霧実的な尉え位
すべてのモータースポーツかこューイヤーの休みをとっている 1

月1日、パリ~ダカールラリーの苛酷なレースの火ぶたが切られる。

今年もチームラリーアートは 3台のパジエロをエントリーし、カテゴ

リーホ4砂市販車改造部門て戦った。結果はご承知の通り、アン ド

リュー ・コーワンが無制限改造クラス(カテゴリ-6)のポルシェ、レ

ンジローパーに互して堂々、総合3位に入賞。当然のことながらパ

ジエロがエントリーしたカテゴリー "4砂ではクラス優勝を成し遂げ

たのである。

ナピ計器は1¥)レタのラリーコンビュータとツイントリップ AコーワンドライブのC191JJ iジエロ

ガソリン320Qを積んで走る この重い車重を支えるサスペンショ ンスにある、パリ~ダ力ールラリーの 傾向が強<、限られ芝区間でポルシエ

パジヱ口 ン系には、一輪あたり2本、合計8本 章作りでは定評のあるマンゲレ一社に の4WDleI:時速200km/h以上をマーク、

サハラ砂模を縦断するこのラリーで のショック戸ブ、ノーパーが使われてい 依頼しだのである。 それを追うレンジ口ーパーも、3.8ιV8

は、思うように給油を受けることがで る。タイヤは総合的な条件を考え、ユ このラリーでは、特別なサービス力 エンジンを軽いプラスチックボディに箔

きない。従ってパジエロに装備されだ 二ロイヤルガ使用されだ。 は使つてはいけないというルールガ 載し、200km/h前後で走行し芝という。

ラパータンク1el:160ιx2個。室内のリ ターボチャージャーを使っているこ あり、サビス用のバーツを積んだト これに対し工ンツンに大幅な変更が認

ヤシートの部分からフロントシートの とから、質の悪いガソリンしか入手で ラックも全て工ントリーしなくてはな められていないカテゴリー 、、4"1こ工

下までがコフルミのコンテナでおおわれ きない場合に備え、ブースト圧を3段 らない。もちろん工ントリーしだ以上、 ントリーし定パジエロ|志、180km/hガM

芝ガソリンタンクである。レギユレーシ 階に切り換えられるコントロ ルスイ タイム戸ウトになればリタイヤを宣告 AX、しかし操縦性でパワースライド

ョンに従って、エンジンは戸ストロン ッチガ設けられ定。これらのノウハウ され、その時点で部品も使えなくなっ

26001こECIターボチャージャ を装 はラン サ のラリー活動力ら得られた てしまうのだ。

着しだもので、最高出力l引 80PS。も ものである。 ラ1)一戸ートチームは、ラリーなか

ちろん、ド戸、ボンネット、リヤゲー サスペンシヨンの補強パーツは全て ばにしてサービス力ーを失なうことに

トはケブラーで作られ、軽量化されて ラリ一戸 トから販売されているもの なつだがA 耐久性を誇るパジエ口は、

いるものの、補強パーツで重量は極鋪 をベースに、重量増加分だけ強化した なんのトラブルもなく、ゴールまで走

に重くなっている。 ものを使用しだ。これらの改造はフラ り切ることができ定。最後まで予定通

りのサービスを行なうことができだの

は、ポルシエチームとオペルチーム定

を活かし、コーナリングでタイムを稼

ぎまくつだのである。

つまり、完走することが今までの第

一目標であった/íl)~タカールラリー

から、スポーツ性の高い、、速く走って

タイムを疋疋き出すラリに変わり

つつあるということである。

11.000kmを常に冷静に走り続けだコー

ワンのマラソンマンの実力に敏服する

けであっ定。 と共に、パジエロの耐久直と性能面の

フロントシート下の防爆タンフ

180馬力の戸ストロン2600
ECIターボチャージゃー{寸
エンジン
手前には強力なサイクロン
工戸クリーナガ叶いている

砂漠用トレッドパタ ンの
ユニロイヤル。
ルーフのネットには着替え
や小物を入れだ

調和に驚かされた一戦であっ芝。

分岐点に立つパリ~ダカールラリ 1985年のパリ~ダ力ルラリ の戦

/ íl)~ダカールラリーと聞くと、定

だ長い距離を芝んだんと走るラリーだ

と思われがちだが、 このラリ は合、

ひとつの阪路にさしかかっているとい

うことがいえそうだ、。特に今年はその

いはすで!こ始ぎっている。我々の仲間

が、ひとつの勝利を求めて、舎も努力

し続けているのである。

CCMSC本部 木全 巌)

l宅~オイルを上手に使おう・・・…⑧ ギヤオイル 青木科学研究所 青木久治1
前号において工ンジンオイル、特にレ

ース周オイルについて書きましたので、
今回は普通雑誌ではあまり触れられない
ギヤオイルについての話です。自動車用
ギヤオイルは大別するとミッションオイ
ル、テフオイル、 トルクコンバーターオ
イルの3種類。
ギヤチェンジは、走行中そのエンジン

ポ 引-Fi」‘A22222l -f 弓|き出すため

UBRDLENE;行なわれ訊BRDLENF ; :~~ん酌に
-Hi)iH- ドライIiーの

IV\CEI~ 中にはクラツ

BEM ()IL チを使わない
で回転数を合
わせてギヤチ
工ンジを行な
い変速の時間
短縮、まだは

トルクロスをなくそうとする乱暴な使い
方をする人もいるようです。
ミッシヨン、アフ共に近年は小型軽量

化ガ進む反面、昔よりも大馬力の工ンジ
ン出力を伝達することは、ご存知のとお
りです。ミッラョンの平ギヤには、一枚
一枚の歯に芝だくように働く力とすべる
ように働く力がかかり、ギヤチェンジの
だびにショックロードガ重重しくかかりま
す。小さい力でも数多く受けると大きな
働きになります。
ギヤオイルを鍍いてみるとキラキラ光

って見える金属粉ガ出ている時ガあり、
これは摩耗粉の一種。光って見えるとい
うことはTミクロン以上の粧子ガ多数存
在していることになります。

この衝撃的な荷重に耐えるだめに強力
な油膜の泊か.必要です。

;m膜と粘度を混同している人ガ割合多
いので、この事について少しお話ししま
しよう。

粘度は、油の流動性を表現しているわ
けで、流動性の良い溜は粘度ガ薄い、
粘度ガ小さい、粘度か.低い、と表現しま

す。SAE規格でSAEt>klで示し、数字の
小さい方tJ粘度ガ簿いとされています。
油膜は、金局面に借着し疋油がどのく

らいの圧力を受けたら金属同士の接触ガ
起こるか、ぎたどのぐらいの圧力を受け
たら焼付いてしまうのかという事を表現
し、この強さを耐荷重能，白膜強度とい

い、油の粘度、粘性とは直接関係があり
ません。ギヤオイルでは特にこの油膜強
度が要求されます。
ミッションにおいては、溝造〈型式)や

季節によって粘度を変える必要か.ありま
す。粘度の濃いギヤオイルを使えばミッ
ションの入りが悪くなり、薄ければミッ
ションの入りが渋くなります。
アフにおいては、ハイポイドギヤガ使

用され、特に貴重近はノンスリップアフを
(寸ける人が多くなってきました。ギヤは、

オイ)l，に関するお問い合わせは・東京都港区六本本4時 2-8TELC403J4301 ~3 青本斜学研究所へお寄せください。

非常に強い力でスベリの圧力を受けま弓h

ノンスリップデフでは、運転の仕方や道
路条件などによってギやおよひークラッチ
部分に瀕しい衝撃を受けるので、従来の
ハイポイドギヤオイルより 層強い油膜
を必要とします。
ラリーでのギヤオイルの上手な使い方

|法、夏期、冬期共、デフにIel:SAE140ぐら
いのオイルを使用。ダートトライ戸ルや
ジム力一ナーでは、会場まで自走して行
く時leI:、夏期、冬期共SAE140ぐらい、ト
ラックなどで運ぶ時は、夏期.SAE140 
ぐらい、冬期 SAE90ぐらいの粕度の
オイルを使用することをおすすめします己
主安定、ノンスリップギヤオイjレを交換し
芝時、抜き取っ芝オイルガ従来のオイル
仁くらべ黒色に;寄っているように見えま
すが、これはクラッチ板の特殊処理の摩

耗紛が混合しだ芝めでギヤオイルの劣化
ではありません。
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